
2020年度 各学内委員会の新型コロナウイルス感染症に関する対策の概要 

学生生活委員会 

学生生活委員会では，新入生歓迎会，新入生オリエンテーション，オープンキャンパスなど，様々なイベ

ントの運営方法の変更，新型コロナ感染拡大に伴う大学生活の変化に関する調査の実施，感染症行動マニュ

アルの説明など，学生生活全般を支える支援を継続してきました。また，後期からの対面授業再開に向け

て，教室・カフェテリア・救護室の整備の他，トイレ・階段などのゾーン分け等，学内環境の整備を実施し

ています。さらにコロナ禍におけるキャリア支援についても取り組んでおり，今後も多方面から学生をバッ

クアップしていきます。

実習調整委員会 

 実習調整委員会では，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響を受けまして，実習における感染予

防対策に関するマニュアルの作成や見直しを重ねております。また，感染拡大により，臨地実習や学内演習

を進めることが難しい状況の中でも，学部生への実習教育を効果的に展開することができるように，実習教

育セミナーを開催し ICT を活用した新しい実習教育の効果と課題，対策について共有する機会を設けており

ます。今後も安全かつ効果的な実習が実施できるように，他部門や他委員会と連携を図りながら取り組んで

いきます。 

教務委員会 

 教務委員会では，新型コロナウイルス感染症に対し，以下のような取り組みを行ってきました。今後も学

生の学びを最大限支援していけるよう引き続き検討を重ねてまいります。 

1.新型コロナウイルス感染症対策として，遠隔による講義の導入に際し，Zoom 研修会の実施や教員間で

Zoom 講義の効果的な方法や工夫点の共有を行った。 

2.講義及び演習等の実施に当たり対面形式もしくは遠隔形式を検討し，各学年の調整を行いながら感染予防

と教育が両立できるように対応した。 

3.授業や演習の方法について事前に調査をしたうえで，対面が必要な演習や試験を把握し，密にならないよ

うな演習方法を考え，感染予防策を講じた。 

4.対面による試験日程を調整し，学生の登校方法や試験期間中の感染予防策を講じて実施した。
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国際交流推進委員会 

COVID-19 のため海外への渡航が困難となっています。国際交流推進委員会では，学生の皆様に，少しで

も国際交流に興味・関心を持ってもらいたいと考え，「オンライン海外研修」，「ニュースレター創刊」，

「オンライン国際情報発信」，「オンラインインターナショナルウィーク」など，様々な取り組みを行って

います。看護学部 HP「国際交流」（URL：https://www.u-hyogo.ac.jp/cnas/contribution/index.html）で

も取り組みを紹介しておりますので，ぜひ御覧ください。 

 

教育改革・生涯学習推進委員会 

 2020 年度は「高等教育における ICT を活用した効果的な教育のあり方」をテーマに FD を展開し，講演や

教員同士の議論を通じて，このような中でも学生への教育の質を担保していけるよう，教育技術の向上に取

り組んでおります。 


